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              檜原学園檜原小学校 

５ 月 号         
令和７(２０２５)年度 

５月１日(木) 

問題解決のすすめ 

副校長 神田 裕一 
 

 ある日の帰り道、ふと進行方向を少し見上げると大きな満月が輝いていました。「スーパームーン」と呼

ばれる日ではなかったのですが、大きく明るい月が目に飛び込んできたのです。そして、子供の頃、「なぜ、

月は大きく見える時があるのか」と不思議に思った時のことを思い出しました。 

 第６学年では、「月」について学びます。地球と太陽と月の関係を学ぶ中で、満月になる位置関係を考え

ます。また、月も地球の周りを回っていることから「太陽→地球→月」の関係にある時、満月になることに

気付きます。ただ、この際に教えるのではなく考えることが大事になってきます。すでに、地球が太陽の周

りを回っていること、月は自ら光を発しないことも理解している子供たちは、どうしたら自分たちが住んで

いる場所で満月が見られるのかを考えるわけです。子供の頃、ボールなどを使い、地球と太陽と月の関係を

実証した方々もいらっしゃるのではないでしょうか。このように実験を通して分かるものでも、行ってみた

ら分かったというだけでは、少し足りません。「地球と太陽と月がどのような関係にある時、満月は見られ

るのだろうか」という問題に対して、既習事項を基に予想を立てることが大事です。とは言え、文頭の問題

を解決するためには、他の要因にも気付かなければなりませんが。（地軸の傾き、月の軌道、物と物の相対

的な見え方など） 

 さて、ここまで考えることの大切さを記してきましたが、過日行われた第６学年を対象に行われた全国学

力・学習状況調査の「理科」でもこのことを問う質問が多かったと感じます。本調査は毎年行われています

が、理科は３年に１度行われます。(問題、正答例共にホームページに掲載されています。)実際に授業にお

いても、上記にあるような問題解決型の流れで進めていますので、考えるために使う時間もかなり確保して

います。用語を覚えるだけでなく、結果が分かればよいだけでなく、常に「なぜ」を問いながら進めていま

す。 

 学習するための原動力の一つに、 

「なぜだろう→知りたい」という 

疑問を解決しようとする姿勢が 

あるのではないでしょうか。 

 これは単に理科だけの話では 

ありません。本校では、どの教科・ 

単元においても、子供たち発信で 

「知りたい」と思えるような授業 

を目指しています。 

 

 

 

(参考) 東京都多摩地区教育推進委員会  第29次計画報告書 

 

檜 小 だ  よ  り 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ていねいな言葉づかいをしよう 

 

「ていねい」を辞書で調べると、「礼儀正しく、配慮

が行き届いていること」とあります。校内では時折、子

供たちが乱暴な言葉づかいをしている場面を見かけま

す。一度発した言葉は、なかったことにはできません。

その言葉を受け取った相手がどんな気持ちになるか考

え、お互いに気持ちよく過ごせるような環境にできたら

と思います。  

ご家庭でもご協力をよろしくお願い 

いたします。 

           生活指導担当  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

今年度から低学年の遠足の場所が変わり、1・2 年生

は多摩動物公園へ元気に出発しました。間近で見る様々

な動物たちに、子どもたちは目を輝かせ、歓声をあげて

いました。キリンの長い首やライオンの迫力ある姿に興

味津々。瞳を輝かせて動物を探したり、クイズに挑戦し

たりと楽しい時間を過ごすことが出来ました。お弁当の

時間には、縦割り班ごとに仲良くお弁当を食べました。

たくさんの笑顔と学びがあふれた一日となりました。      

１・２年担任  

 

1年生を迎える会 
 

4 月２３日（水）に、「1 年生を迎える会」が行われ

ました。手をつないだ6年生と一緒に、にこにこ笑顔の

1年生が花のアーチをくぐって体育館に入場しました。

2 年生から 6 年生の全校のみんなに拍手と共に温かく

迎えられた1年生は、舞台の上で一人ひとり自己紹介を

し、全校交流ゲームや、縦割り班ごとの交流活動を楽し

みました。企画委員や、縦割り班ごとの高学年が中心と

なって、新１年生を全校で歓迎することができました。 
            

特別活動部 
                         

 
        

  

1・2年 遠足 

檜原学園運動会   
 

 新年度が始まって、檜原学園として迎える大きな行事

である「檜原学園運動会」の時季になってきました。 

 小学校、中学校と互いに手を取り合い、一致団結して

取り組めるよう練習を進めていきます。個人での見せ

場、集団での表現など見所がたくさんです。今年度のス

ローガンは「全種入魂～全力で戦って 勝利をつかめ！

～」です。 

 令和７年５月３１日（土）午前に開催しますので、ぜ

ひ足を運んでいただけたらと思います。 

子供たちの全力で取り組む姿に熱い 

声援をお願いいたします。 

 

運動会担当 

 

 

 

5月生活目標 

離任の挨拶 
 
私は自然に囲まれた大好きな檜原小学校に６年間勤めました。穏やかな雰囲気、子供たちの優しい表情、保護者の皆様

の温かいご支援、そして、地域の素晴らしい方々。本当に素敵な思い出が詰まっています。「別れは出会いの始まり」で

す。寂しい気持ちもいっぱいですが、前向きに新しい学校で楽しく過ごせるように頑張ります。檜原小の皆様、「さよな

ら」は悲しいので、「また会いましょう！」。６年間本当にお世話になりました。 

 

 お世話になりました。 

すなおな子どもたちと楽しい時間を過ごせたことに感謝の気持ちでいっぱいです。 

 檜原小学校で教員人生の最後を迎えることができ、幸せです。 

 ありがとうございました。 


